
今春、初めての卒業証書 ・学位記授与式(卒 業式)が 本学体

育館で挙行されました。4年 間の学生生活を経てこの日をむか

えた第1期 生は90名 で、無事、それぞれの就職 ・進学先へと

巣立っていきました。第1期 生の4年 間のあゆみを振り返りま

すと、年間の恒例行事となった桜蓮祭(大 学祭)や 継燈式をス

ター トさせ、多くの学生サークルを組織し、学生自治会や同窓

会を設立するなど、本学の多くの学生活動資源を彼らが創って

きた、といっても過言ではありません。私ども教職員は、第1

期生のこのような活動や学習の傍らを伴走しながら、彼らが学

び取っていく様や、学問が自分の中に取り入れられて少しずつ

言葉を吟味して用いられていく様子に、ことさらな関心をもっ

て見守って参りました。今後は、卒業生の 「たまり場」となり、

卒業生に元気や学びをもたらすことのできる大きな 「巣」にな

りうる大学環境づくりのために、いっそうの努力をしていかな

ければならないと考えています。

そのひとつとして、平成18年4月 より大学院看護学

研究科を開設しました。第1期 生は11名 で、多くは新

潟県内あるいは上越市に住まい、看護師や保健師とし

て働きながら学ぶことを選んだ方たちです。授業は平

日の夕方や土曜日 ・日曜日に開講されていますが、大

学院生が仕事と並行させながら、時には睡眠時間を削

って学ぶ姿を間近に見ることは、教職員のみならず学

部学生にとっても、"看護職として学び続けること"の

モデルとその尊さを雄弁に伝えているように思われます。

本学の使命は 「地域文化に根ざした看護科学の考究」

です。この心は、看護学における教育 ・研究をとおし

新潟県立看護大学学長 中島 紀恵子

て地域に貢献したいと願うマインドをもった看護実践者、教育

者、研究者を本学から多数輩出することです。開学5年 目にあ

たり、これまで以上の教育 ・研究成果をあげることができるよ

う、柔軟性に富んだ教育体制に向けて教員組織の改編を行いま

した。さらに今後は、教員個々の能力発揮に貢献できるよう、

准教授、助教などの職位の検討を進めていく予定です。

大学の成長を通して、

卒業生のみならず地域

の皆様や、本学に関心

をお寄せくださる方々

に貢献できる教育 ・研

究の場を、さらに充実

させて参りたいと考え

ております。

晴れ姿の卒業生
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1年生を迎えて

新潟県立看護大学に入学して
第1学年 吉原久美子

新潟県立看護大学に入学して数ヶ月経ち、やっと大学の雰囲

気にも慣れてきました。入学したばかりの頃は、高校の授業と
の違いに不安もありました。学習のしかたが分からなく、今も

戸惑うこともありますが、友達と協力、相談してがんばってい
ます。

大学に入って感じることは自主性と責任です。高校の頃は先

生の指示にしたがって勉強をすすめていたことがほとんどでし

た。しかし、大学では自分で何をするか考え、実行しなければ

いけません。その自分で考え行動する力が、これからは大切に

なっていくはずなので、身に付けていきたいです。

また大学に入って大切にしたいことは、今まで以上に友達を

大切にすることです。悩みや困ったことができたとき、同じ環

境にいる友達とお互いに支えあって乗り越えていきたいです。

そして、それぞれの目標達成にむかってがんばっていきたいで

す。もうひとつは、人間関係を築く中で、人の気持ちを敏感に

感じ取れるようにすることです。友達関係にもいえますが自分

のことだけでなく、同時に

周りの人の気持ちを気遣え

るようにすることで、将来、

人と接する仕事に役立つと

思います。

勉強、人間関係を大切に

し、有意義な楽しい4年 間

にしていきたいです。

第2学年(自 治会長)木 村勝一

2006年 、今年の春も高田には綺麗な桜が咲き誇りました。

と、同時に新潟県立看護大学としては初の卒業生を送り出し、

そして新たな看護大学の仲間たちを迎え入れました。卒業式で

は諸先輩方の堂々とした姿に自らの目標を再確認し、入学式で

は1年前の自分の姿を新入生に重ね合わせていました。落ち着
いた雰囲気の新入生を見て、この学校に新しい風が吹き込むの

を感じました。

さて、入学式から数ヶ月の月日が流れましたが、1年 生の皆

さんは楽しく学校生活を送っているでしょうか。今年の1年 生

は積極的にサークル活動、委員会などに参加しているので、同

級生はもちろんのこと、先輩とも良い関係を築けていると思い

ます。友達を作りたいと思ったら積極的にサークル活動の場な

どを活用してみてください。新しい仲間が増えれば、学校に来

ることがとても楽しくなります。先輩方も1年 生と仲良くした
いと思っているので、気負わずに声を掛けてみてください。優

しい先輩ばかりですよ。

そして、皆さんせっかく大学に入学したのですから自分のや

りたいことを見つけて、それにどんどん挑戦してみてください。

今しか出来ない、ここでしか出来ないことが沢山あるはずです。
一人では不可能なことならば、自分と同じ目標を持つ仲間を誘

い合いましょう。仲間と一緒に目標に向かって頑張ることで、

18年 度入学式の様子

必ず得られることがありま

す。成功すればもちろん、
そして、たとえ失敗したと

しても何一つとして無駄な

く、己の人生の糧となりま

す。この大学生活が一人一

人の良い経験の場になるよ
う、皆で高め合っていきま

しょう。

3年 次編入生8人 からの発信
1

3年 次編入生のみなさんからは、個々のメッセージが寄せられました。(広報)

・卒業と同時に看護職に就くのではなく、編入という道を選択

した意味を見出しながら、様々な方々との出会いを通し幅広

い視野で看護を学んでいきたいと思います。(赤 塚千桂)
・患者様やそのこ家族から望まれるような看護師をめざし、常

に向上心の気持ちを忘れず、より深い知識 ・技術の習得がで

きるように看護学を探求していきたいです。(泉 侑宏)
・今までの学校での看護学の勉強、演習、病院実習で学んだ知

識や専門的な技術を活かし、大学でより一層多くの知識を学

び深めて行きたいと思います。(大 竹由貴)
・編入生同士とても仲良くなることができ、楽しい大学生活を

送っています。就職ではなく編入学することを選んだからこ

そ、主体的に学習していきたいです。(小 田春奈)
・保健師の授業が中心ですが、パソコンや研究などの私の苦手

分野もゆとりある中で取り組めます。多くの知識の習得を目

指します。(近 藤清香)
・将来、地域で働きたいと思い、看護学校で学んできた知識を

さらに深めるために大学へ来ました。勉学だけではなく、沢

山の友達をつくり、有意義な大学生活を送りたいと思ってい

ます。(嶋 津ゆう子)
・私は、新潟の相次ぐ水害や震災で活躍していた保健師を知り、

地域看護に関心を持ちました。地域看護を学びつつ、大学生

活を楽しんでいきたいと思います。(坪 谷知子)
・新しい環境での生活、出会う人々など大学に入ったからこそ

得られたものがありま

す。そして、さらに知

識を深め、広い視野で

物事をみることができ

るようにここでの経験

や学びを生かしていき

たいです。

(渡辺かなえ)

ある日の授業風景

大学院に入って
大学院看護学研究科 大学院1年 長沼亜季子

?年 ぶりで、学生になりました。感想は"素 晴らしい"の 一

語です。

看護師になることは小さいころからの夢で、卒業後、いろん
なところで働かせていただきました。大変だったり、楽しかっ

たり、感動したり、くたびれたり、いろんな経験がありました

が、かけがえのない年月でした。

でもその中で、解らないこと、調べたいことなどが少しずつ

自分の中に出てきました。働き始めたころの疑問と、年月がた

ってから、また立場が違ってくると違う疑問が出てきます。で

も現場にいると全速力で走っている感じで、立ち止まって考え

たり、文章にしたりする時間がなかなか取れませんでした。そ

して、個々の疑問に蹟く時には、根本、"看護の本質 からしっ

かり考えてみたいと思いました。

今まであまり興味を持った事のなかった歴史、哲学などもと

ても面白くて、人間に関係あるものなら全て看護に関係あるの

ではないかと思っています。

自分の信念が揺らぐときには、

看護だけではなくどんなことも

充実しないものになってしまう

のではないでしょうか。

今、そんなことを考えていま

す。

そしてこのような時間は本当
に貴重なものだと思っています。

院生室にて



平成18年 度学外オリエンテーションに同行して
基礎看護学領域 助教授 水口陽子

4月12日(水)・13日(木)に 、新入生を対象とした学外オリ

エンテーションが行われました。私も、学生委員会メンバー ・

担任として参加しました。1日 目の午後は、学生がグループと

なり、高田市内を歩いて探索するウォークラリーを行いました。

今年初めての試みでしたが、桜の咲き始める中、町家公開の催
しの時期とも重なり、高田公園、榊神社、旧師団長官舎、高橋

孫左衛門、旧今井染物屋、小川呉服店などを通る4コ ースのい

ずれかを、途中コースにちなんだクイズを解きながら、散策し

ました。新入生は、天候にも恵まれ、高田の町並みを楽しんで
いる様子でした。ゴールは寺町のサンクス高田で、そこからバ

スにのり、アパリゾー ト妙高パインバレーに向かいました。夜

の学生の自己紹介等の間も和やかな雰囲気でした。2日 目は、

ホテルから体育館へ移動し、グループ対抗でインディアカゲー

がんぎ通りを歩く

ムを行いました。一緒に参加してみたくな

るような白熱した試合展開をみせてくれま

した。その後ホテルへ戻り、昼食を食べた

後、バスに分乗し、大学へと帰路につきま

した 。こう

して学外 オ

リエンテーションは終わりまし

たが、私自身も新入生との関わ

りを通 し、楽しいひと時を過こ

せました。新入生の皆さん、同

行の先生方、お疲れ様でした。

インディアカに初挑戦

■教員自己紹介(敬称略)

■職員自己紹介(敬 称略)

1.卒 業証書 ・学位記授与式の挙行
2006年3月17日(金)、 本学体育館において、多くのこ来

賓や保護者の方においでいただき、卒業式が行われました。卒

業証書を授与されたのは第1期 生90名 。多くのお祝いの言葉
と花に囲まれ、晴れやかな表情で4年 間を過こした学び舎を後

にしました。

2.卒 業生 に聞 く

この春、第1期 生として本学を卒業し、かつ同窓会長もつと

める鈴木孝樹さんから、近況や4年 間の思い出についてお伺い

しました。(2006年6月13日 、広報委員会)

広 報： お忙しいところ、ありがとうございます。さっそく、
近況から教えてください。

鈴木さん：新潟労災病院に勤務しています。所属は脳外科で、

毎日、充実した勤務ができています。最初は、うまく溶け込

めるか不安もありましたが、先輩方がとても優しく、「大丈夫」

とか、「これまだ見たことないでしょ。私がそこの部分替わっ

てあげるから見てきなよ」と、声をかけてくれます。プリセ

プターに限らず、病棟全体がそういう雰囲気です。

広 報 二鈴木さん以外の男性看護師はいますか。

鈴木さん：今まで病院全体に1人 だけでした。その人がちょう

ど僕と同じ病棟なんです。同じ病棟に男性看護師がいるので

心強いし、女性の先輩も受入れに慣れています。今年は病院

全体で男性看護師は4人 になりました。

広 報： 男性看護師ゆえの悩みや困難さはありますか。

鈴木さん=看 護師同士ではないのですが、患者さんから、ケア

の拒否というか、男の人はちょっと避けてほしいと言われる

ことはあります。でも、それは仕方ないし、患者さんの気持

ちを大切にしたいので、自分はそういうので悩んだりはしな

いようにしています。

広 報:こ れまで、ヒヤリ八ットの経験はありますか。

鈴木さん：自分は、理解が不十分なまま実施するということが

できない性格なので、これどうなんだろう、と思う時は必ず

誰かに確認してから行います。だから、今のところ、ありま

せん。脳外科病棟では、意識レベルが低下して、自分で訴え

られない患者さんが多いので、名前や点滴の確認もダブルチ
ェックする体制になっていて、そういった仕組みも、これま

で僕がヒヤリ八ットを起こしていないことに関係していると

思います。病院によって、安全管理の仕組みもずいぶん違う

みたいですよね。

広 報:次 に大学の4年 間で印象に残っていることを教えて

ください。



鈴木さん:1回 生ということで、何もわからないし、悩むこと

も多かったです。その反面、自分たちの独自性を出せて、自

分たちのスタイルで学祭やその他の活動ができたので、そう
いう部分では良かったと思います。

広 報:こ ういう勉強をしておけばよかったな、と思うこと

はありますか。

鈴木さん:就 職すると、配属された病棟に特有の専門的な知識

や技術が求められるから、どれって言えないです。脳外科に

配属されれば、脳外の勉強しておけば良かったって思うだろ

うし、整形に行った人からすれば、整形の勉強もっとしてお

けば良かったと思うのではないかな。だから、専門的な技術

などは就職してからの方が学べるように思います。むしろ大

学では、患者さんがどう感じるのか、どういうふうに権利を

守っていくのか、など、人対人の部分での勉強をしっかりや
っておいたほうがいいと思います。それを後輩にも伝えたい

です。

広 報:大 学への要望を。

鈴木さん：自分にはまだ足りない勉強があると思っているので、

特別講義や講演会などの情報が提供されるなど、学習の機会
が得られるといい。例えば、この日には1年 生の授業で脳の

ことをやるということが分かれば、聴講したいと思います。
ゼミで在校生に話をするとか、大学と卒業生のつながりを保

ち続けたほうがいい。1期 生は1期 生、2期生は2期 生と切れ

るのではなく、一貫した流れを作っていけば、同窓会も大学

もうまくつながっていけると思います。

広 報:で は最後に同窓会のPRを 。

鈴木さん:ま だ発足したばかりで、自分達
も仕事に精一杯でまだ活動ができないの

ですが、自分が考えている同窓会の理想

というのは、大学と卒業生、卒業生と在

校生など、大学に関わった人たちがいつ
までも繋がっていけるということです。

自分たちの体験を後輩に伝えることがで
きる場をどんどん作れれば一番いいなと

思っています。そういったことも同窓会
でやっていけたらいい、と思います。

1回生の鈴木さん

広 報： お忙しい中、あ りがとうこざいま した。

3.卒 業生(1回 生)の

就職の動向

英国の精神保健福祉の現況
人間環境科学領域 講師 徐 淑子

2006年2月 から3月 にかけての5週 間、英国のバース市に

赴き、精神障害者の地域生活支援について学んでまいりました。

英国では、1970年 以前に精神科慢性期病棟の縮小 ・閉鎖が始
まっていますので、日本に先立つこと30年 ほどの地域生活支

援の経験があります。さまざまな施設を訪問して見えてきたこ

とは、「なにはともあれまずはじめに家ありき」という住宅重視
の発想が、精神障害者の地域ケアを定着させる土壌としてある

ということでした。つぎに、MentalHealthNurseと いう専門

看護師が中心となって多職種混合の訪問ケアチームが編成され、

精神科救急との連携の下、早期介入が可能な支援体制を実現し

ていること、また、非営利組織(チ

ャリティやボランティアの組織、

社会性の高い非収益事業を行う

団体)の 力量:がかなりあり、質
の高い直接支援を行っているこ

とでした。その一方、英国は、

日本でも議論の末に成立した心

神喪失者等医療観察法のモデル
となった法律を持つ国です。薬

物やホームレスの問題も深刻化
しています。社会が獲得したも

のと社会が選択したもの、社会

がこれから進もうとする方向に

ついて、深く考えさせられる研

修 となりました。
資金調達から政策提言、直接支援まで行う

精神保健福祉専門の非営利組織MND

3年次臨地実習を終えて

第4学年 野上 依里香

私たち4年 生は、昨年の9月 から今年の2月 までの約半年間

にわたって、成人 ・母性 ・小児 ・老年 ・精神の各領域での臨地

実習を行いました。約半年間の実習では、受け持ち患者さんの

情報収集 ・アセスメント・看護計画立案 ・実施 ・評価 ・記録と

多くのことに追われましたが、終わってみればあっという間に

過ぎた半年間でした。また、今季は大雪に見舞われ、雪かきで

筋肉痛に悩まされる毎日でした。

実習後の一コマ

「2週間あなたがいて

くれたから頑張れた。あ

りがとう。」ある実習の

最終日に私が受け持たせ

ていただいた患者さんに

言われた一言です。実習

中は自分の知識不足を自

覚し、落ち込んでしまう

ことも多くありました。

しかし、患者さんのこの

一言でいままでの辛さが吹っ飛び、自分に少し自信がつきまし

た。実習では、教科書や参考書からは学べない多くのことを学
ぶことが出来、また、自分が疑問に思ったり興味を持って積極

的に調べることでより自分の知識として吸収することが出来た
ので、この半年間で自分の考え方や自分自身を成長させること

が出来たように思います。

実習を受け入れてくれた患者さんをはじめ、自分が落ち込ん

だとき相談にのり、励まし支えてくれた同じ実習メンバーの学
生や家族、担当の先生方、また、こ指導していただいた病院の

スタッフの方たちに心より感謝しています。

地域看護学実習を終えて一

第4学年 小玉 真衣

2006年 の6月 より、約1ヶ 月間にわたり、地域看護学実習

を行った。地域住民の健康をアセスメントする地域診断実習、

保健所や市町村における看護活動を学ぶ保健所 ・市町村実習、

在宅療養者への看護活動を学ぶ訪問看護実習で構成されている。

私は、長岡市で実習を行った。出身も育ちも長岡市であるが、

今まで、長岡市の住民が、健康に対してどのような意識を持ち、

生活しているのか考えたことがなかった。しかし、実際に地域

に出て、住民の方と直に触れ合い、関わることで、健康への価



値観、考え方が様々であることに気づき、今まで以上に地域の

生活者に関心を持つようになった。保健医療従事者が、地域に

おいて、疾患や様々な健康課題を抱えながら 「生活している人」

をどうとらえ、支援していくのか、保健事業への参加や訪問看

護を体験して理解することができた。住民一人一人に生き方、

暮らし、価値観があり、それらすべてを体系化し、一人の生活

者としての視点でみるということが必要だと実感した。

実習を通して、住民そして保健師の方々のあたたかさを感じ、

多くの貴重なことを教え

て頂いた。将来、地域に

出て活躍する医療職者と

しての視野を広げること

のできる学びができた。

この実習での学びを今後

につなげていきたいと考

える。
地域住民の皆さんと

連載７

地域生活看護学領域・老年看護i学

教授 北川 公子

老年看護学の教員は現在4名 ですが、本年7月 から新任者1

名が加わります。高齢者に深い関心を寄せ、老年期にある人々

の生活の質の保証にわずかでも貢献できるよう、日々の教育や

研究に取り組む、という共通の志をもった教育研究グループで

す。

主に担当する教科目は、老年看護学Ⅰ、老年看護学Ⅱ、老年

看護学演習、老年看護学実習などです。年若い学生にとって、

自分の何倍もの人生経験をもち、また全く異なる時代を生きて

きた高齢者の"身 になって考える"の は、容易なことではあり

ません。そのため、講義や演習の中に高齢者こ自身に自分史を

お話しいただく特別講義や高

齢者の模擬体験を取り入れ、

未知なる年代に対するリアリ

ティを少しでも付与できるよ

う工夫しています。

教育や研究を通して、学生

のみならず、当地区の高齢者

ケア支援資源の一つになれる

よう、さらに研鑛を重ねてい

きたいと考えています。 左から村川助手、菅原助手、筆者、長瀬助手

看護研究交流センターの現在
看護研究交流センター長 吉山 直樹'

Ⅰはじめに

新潟県立看護i大学看護研究交流センター(NiigataResearch
lnstituteofNursing,NlRlN)は 、実践的な学術支援などの

交流活動を通じて、この施設における研究成果を地域に還元し、

新潟県内の保健医療福祉の質の向上に貢献することを目的とし、
4年制大学発足時の平成14年4月 から併設された機関である。

センターは、保健医療福祉に係わる課題について新潟県のシ

ンクタンクとして研究活動を行うこと(地 域課題研究)と 並行

して、政府、企業、その他各種団体からの受託研究を支援する

研究事業を実施する。これに加えて県民の生涯教育の支援およ
び看護職者の専門教育支援、他大学 ・地方自治体 ・諸団体との

地域連携、地域ネットワーク形成支援、大学や地域の情報化促

進支援、国際的な学術交流の支援、諸外国の研究者との共同研

究支援、等の機能も担当することとしている。

ンター担当事務職(事 務局兼務)が1人 いる。今後は、セン

ター活動が盛んになって常勤の事務職による対応が必要にな

るならば、願ってもないことである。

〈看護研究交流センター組織図〉

Ⅲ部会の活動について

１.部 会の人員構成

Ⅱ組織の変更について
研究員を専任教員(助 手を含む)全 員としている点は変わり

ないが、今年度からは大学院看護研究科生が研究組織に加わる。

学外共同研究員とともに登録方式や実際の研究上の位置づけな

ど、県の組織としての制限のなかで最大限の活性化を図る方法

を検討中である。以下、運営組織を紹介する。

(1)全 体会議

年に数回、不定期で開催される全体会議は、研究員および

学外共同研究員により構成され、全員参加を前提にセンター

の各種の重要な運営事項について承認を行う組織である。

(2)運 営会議

毎月第4週 木曜日に開催される運営会議は、センターの実

際上の運営全般を行うもので、事業計画の策定、事業予算の

配分、事業計画の進捗管理、事業実施成果の公開(年 報発行

を含む)、部会の統括、等が主たる業務となる。メンバーと

しては、センター長、各部会長、事務局長の他、センター長

が指名する者がこれに加わる。

(3)部 会

今年度より、センター規程を改定して運営会議のもとに、

図に示す6つ の部会を置くことができるようになった。この

うち5部 会が発足し、活動を開始している。

(4)事 務局

事務局は、その実務を教務係に担当して頂いているが、セ

2.総 務部会の活動

センターの総務的な仕事を横断的に担当する。①年間事業計

画の策定、②年間行事計画の策定、③年報の発行、④センター

予算全体の包括的調整、⑤会計報告、等の業務を担当している。

3.研 究支援部会の活動

1)地 域課題研究

新潟県のシンクタンクとして、①地域ケアの推進体制に関す

るもの、②保健医療分野の情報化に関するもの、を主題とした

地域課題を学内公募し、調査研究活動を行ってきた。

業務として、地域課題研究の募集 ・審査し、計画を定める。

応募の他、政策的な研究計画について研究者を指名した委託研

究の検討も担当してきた。研究進行の確認についても年度の中

途に中間研究検討会を行ってきた。研究費の年次推移を次表に

示す。



2)研 究支援活動

センターが組織として関わりをもった他大学および他機関 ・

施設との共同研究は、本部会の管掌事項となる。その他の研究
支援活動として、科学研究費補助金に関する情報提供、書類作

成支援を研究者自身の同意のもとに少数のエキスパー トが支援
することとしている。その他の外部研究資金に関する情報提供

も本部会の管掌事項である。科学研究費補助金の採択状況を下

表に示す。

4.生 涯学習 ・研修支援部会の活動

生涯学習 ・研修支援部会の活動内容は、市民向け生涯学習支

援として 「一般公開講座」を行ってきた。時代にマッチした企

画を立案し、講師依頼、パンフレット作成、実施体制、記録、
等の業務が部会の仕事となっている。

1)特 別講演(講 演者名)

これまでの特別講演は次のような講師によって行われた。

平成14年 度 「国際共生の時代のために」石川好氏(秋 田公立
美術工芸短期大学学長)

平成15年 度

平成16年 度

.平成17年 度

「地域に根ざした看護の発展をめざして」南裕子氏

(兵庫県立看護大学学長)

「看護政策の課題と展望」田村やよひ氏(厚 生労

働省医政局看護課長)

「自らの歩みから得た看護観を通して看護技術の

意味を問う」永井敏枝氏(国 際看護師協会奨学基

金理事).

平成18年 度の特別講演は、9月16日(土)に 丸地信弘氏によ

る 「高齢化社会を乗り切る健康観を見直そう～市民参加の時代

の保健 ・医療 ・福祉の連携を考える～」が予定されている。

2)一 般公開講座シリーズ

「女性と看護」、「認知症ケア」、「看護 とジェンダー」、「サク

セスフル ・エイジングへの挑戦」、「ナイチンゲールの時代から

現代看護を読む」、「海外の看護と日本の看護」等を実施 してき

た。好評であったエルダリィ ・スクール企画を本年度は 「スロ
ー ・エイジングへの挑戦」と 「認知症サポーター100万 人 キ

ャラバン」の2つ に拡大 して実施する。

3)専 門講座シリーズ

看護職員人材育成支援として、「専門公開講座」を実施してい

る。看護職者を対象とするもので、①看護英会話セミナー、②

看護情報処理セミナー、③看護研究の基礎知識、④看護研究ス

テップアップコース、等がある(③ ④は本年度休止)。
9月29日(金)に 国際医療福祉大学の中西睦子氏による 「職

場で育つものと育たないもの」というテーマの講演が予定され

ている。
4)出 前講座 ・研修会支援

「感染予防と衛生ケア」、「糖尿病教室の講義 ・グループワー

ク」、「食生活改善指導推進のために」等を実施してきた。予算
とマンパワーのバランスを考慮し、各自治体からの要請がある

場合にのみ対応している。
5)看 護職員臨地実習教育支援事業

新潟県看護職員臨地実習指導者養成講習会は、県内の看護師

等の学校 ・養成所の学生の臨地実習の現場において、その実習
の指導者になる者を養成する講習会である。

平成18年 度の受講定員は50名 で、時期は8月21日(月)～
10月20日(金)ま での40日 間で実施され、総授業時間で240

時間となっている。

5.地 域貢献 部会の活動

平成16年 、上越教育大学との 「地域貢献に関する連携協議会」
を設置し、覚書を締結した。平成17年 度には、同協議会の部

会として 「地域貢献部会」を新設し、この部会の仲立ちにより
上越市との共催で、「食育フォーラムin上 越」を開催した。上

越教育大学とは将来学生 ・教員の交流とともに講義等の共有化
が可能か検討を始める予定で

ある。

その他、平成18年 度は、上

越市、両大学、新潟日報、新

潟県の5者 共催による 「上越
はつらつ元気塾」の企画が進

行中であり、これへの協力も

本部会が担当している。

6.lT促 進部会の活動

上越はつらつ元気塾

課題となる事業として、大学や地域の情報化促進支援がある。

大学内は、LAN接 続されている300台 に及ぶ共用パソコンを

設置ずみであり、今後の課題として、実習施設からの教員 ・学

生 ・実習施設のスタッフが大学の情報への安全かつ迅速なアク

セスが可能なIT環境の構築、および学外研究員および大学院生

からも安全かつ迅速な情報アクセスが可能な条件を検討する予

定である。

7.国 際学術交流事業の活動
国際的な学術交流、教員の国際交流、諸外国の研究者との共

同研究、姉妹校締結、等の課題があるが、部会の成立要件の検

討を開始し、設置は平成19年 度以降の課題としたい。

れ、多くの学会員や県内の関係者にご出席をいただくとともに、

教職員と学生有志がスタッフとして学会運営に協力しました。

１.学 長特別研究費中間報告会の開催
2006年2月23日(木)、13時 ～16時 まで、本学第2ホ ー

ルにおいて、研究推進委員会の主催による平成17年 度学長特

別研究費中間報告会が開催されました。当日、学長委託研究1題、

共同研究3題 、個人研究7題 の計11題 について、途中経過なら
びに成果の一端が報告されました。

2.日 本在宅ケア学会の開催
2006年3月4日(土)、 申島学長が大会長をつとめた第10回

日本在宅ケア学会学術集会(メインテーマ=災害時の在宅ケア)が

本学にて開催されました。前日の雪もやみ、当日は晴天に恵ま

3.後 援会総会の開催
入学式にあわせて、2006年4月6日(木)、11時30分 よ り、

平成18年 度新潟県立看護大学

後援会定期総会が本学ホール
にて開催されました。新1年

生の多くの保護者の皆様にご

出席をいただき、本年度の事

業計画案と予算案を承認いた
だくとともに、新旧役員のこ

紹介がありました。



4.PBLチ ュー トリアルに関するガイダンスの実施
3年 次 に開講される看護学演習 ・PBLチ ュー トリアルに関す

るガイダンスが、2006年5月15日(月)、10時30分 か ら、

本学第一合同講義室において、3年 生を対象に開催されました。

PBLチ ュー トリアルの実施計

画は、看護i学系の各教科目代表

者で構成されたPBL運 営会議

において検討され、本年は加固

教授が議長をつとめています。

当日は加固教授による学習方

法の概略説明の後、具体的な進

め方やグループメンバーなどに
ついて説明が行われました。 討論中の学生グループ

5.看 護研究交流センター地域課題研究報告会
2006年5月18日(木)、

13時30分 から、本学第一ホー

ルにて平成17年 度看護研究交

流センター地域課題研究報告会

が開催されました。司会進行を

総務部会の加固教授がつとめ、
3分 野、計9つ の課題研究の成

果が報告されました。 地域課題研究報告会

6.高 校生のための公開授業の実施
2006年 度は5月 から11月 までの間、本学で開講している

授業の一部を高校生に公開しています。6月20日 には2年生の

「基礎看護技術演習Ⅱ」の授業に、6名 の高校生にご参加いた

だきました。2年 生と一緒に 「フィジカルアセスメント」とい

うテーマで、実際にシミュレーターを使った呼吸音の体験や、

打腱器を用いた神経系のアセスメントを

体験 していただきました。参加された高

校生は興味深そうに機器を扱ったり、テ

キストを覗き込みながら学習されていま

した。高校生の新鮮な眼差しに触れ、在

校生にとってもよい刺激となったようです。

7.実 習懇談会の開催
2006年6月15日(木)、

14時 ～16時 まで、本学第1

ホールにて実習懇談会が開催
されました。当日は37名 の臨

床講師のうち、ご出席をいた

だいた方への辞令交付が行わ
れ、引き続いて2005年 度の

実習総括、ならびに本年度の

実習計画について実習委員会

聴診の演習

堀委員長による実習計画の説明

の担当者から説明がありました。この後、実習領域ことに具体

的な実習計画について、臨床側との意見交換を行いました。お

忙しい中、実習機関から合計47名 の方々にご出席いただくこ
とができました。

連載６「住ま研」とは・・・

8.平 成綿 年度学長特別研究費採択課題一覧

9.平 成薯8年度科学研究費採択課題一覧

1)新 規採択課題

2)継 続課題

聴0.『 上越はつらつ元気塾」開催

臨床看護学領域 講師 渡部 真奈美
本学と上越教育大学が地域貢献を推進するために運営協議会

を中心に準備を進めてきた 「上越はつらつ元気塾」が5月27

日(土)上越教育大学講堂において開催されました。

第1回 目はキックオフシンポジウムとして、記念講演とパネ

ル討論による2部 構成で行われました。「ふみ子の海」の映画監

督である近藤i明男氏を講師にお招きし、高田でのロケにまつわ

る裏話、編集中の映像などを交えながらのお話でした。

パネル討論は、「地域がはぐくむ教育力」というテーマで、本

学の中島学長、上越教育大学学長、上越市長、上越市教育委員

の直原氏の4人 の講師により活発な討論が行われました。その

中で中島学長は 「塾」の語源を紹介し、元気塾のめざすべき方

向として、「こ近所の底力」すなわち、新しい学びや仲間との自

由闊達な経験を重ねていくことにより、自分を生かしたり地域

を生かしたりすることにもつながるという考えを示されました。

また上越教育大学学長は、高田の教育と文化の伝統を継承して

いくこと、直原氏は思いやりがあり人々が安心して働ける地域

文化を形成していくことが必要であるということが話されました。

なお第2回 目は、6月24日(土)午 後2時 から上越文化会館中

ホールで、教育評論家 ・斉藤次郎さんの講演が開催されました。

第2学年 住ま研代表 吉崎 真未

私たちの 「住ま研」は、母体である 「快適住まい環境研究会」

の学生部として、上越地域における快適で安心な住環境を作る

ことを目的とした活動を行っています。例えば何らかの問題が

生じ、今まで暮らしていた生活に不具合が生じた時、住環境の

観点からその不具合の軽減をはかり、何とか今まで暮らしてき

た生活に近づける方法を考えるというような活動です。

私たち学生部の活動は不定期で、3年 生5人 、2年 生3人 で活

動を行っています。昨年は化学物質過敏症について調べ、実際

に化学物質過敏症と診断された方の所へ行き、市民活動フェス

タで発表したり、脊髄損傷で車椅子生活を送ることになった方

の新しく建築された家を見学させていただいたりしました。

今年も昨年と同じく、市民活動フェスタで8月27日(日)に

化学物質過敏症について、色々な方にもっと知ってもらうこと

を目的に発表を行うので、

興味のある方は是非いらし

てください。今はフェスタ

の発表で手一杯ですが、こ

れからも様々な問題に目を

向け、より良い住環境につ

いて考えていきたいと思っ

ています。



■試験科目等

1.平 成19年 度 入学試験の概要

■募集人員

※一般選抜入試前期試験の募集人員には、社会人特別選抜の若干名を含む。

※一般選抜入試を出願する方は、平成19年 度大学入試センター試験で本学が指

定する教科・科目(5教 科6科 目)を受験する必要があります。詳しくは教務学生
課教務係(電 話025-526-2811)ま でお問い合わせ下さい。

2.平 成19年 度3年 次編入学試験の概要

3.平 成19年 度 大学院看護学研究科看護学専攻(修 士課程)入 学試験の概要

4.オ ー プンキャンパス 新潟県立看護大学の概要や来年度の入試概要を、受験希望の方や、看護系へ進学を考えている皆さんに知って
いただくため、オープンキャンパスを開催します。お誘い合わせのうえ、ぜひこ参力口下さい。

懸 期 日 第1回： 平成18年7月27日(木)第2回： 平成18年8月2日(水)

各 回 とも12時 か ら受 付 を開始 し、 所要 時間 は13：00～17=00の 予定 です 。

灘 内 容 大学の概要、平成19年 度入試日程のほか、施設案内、体験学習、個別相談を行います。

灘 申込方法 参 加希 望の方 は 、事前 に 「氏 名」、 「学校名 」、 「参 加希 望 日」を 、電話 、Fax、 また は メール にて 、下 記 までお 知 らせ下 さ い。

(毎回120名 程度 の定 員 と しま すの で、本 学で 参加 日を調 整さ せて いただ くことが あ ります)

懸 問 合 せ 教 務学 生課学 生係 電 話025-526-2811、FAXO25-526-2815、E-mail=kyoumu@niigata-cn.acjp

5.平 成18年 度1年 次入学者状況

6.平 成18年 度3年 次編入学者状況

7.平 成18年 度 大学院看護学研究科看護学専攻(修 士課程)入 学者状況

※募集人 員について は、一次 ・二次募集合わせて15名

編集後記

このニュースが皆様のお手元に届くころは、梅雨も明け、夏本番という頃でしょうか。今、上越から見える遠くの山々はまだ残

雪が見え、今年の冬の厳しさが思い起こされます。沖縄から豪雨による被害ニュースが入ってきます。この時期に水害を体験して

いる地に住む者としては他人事とは思えず、胸が痛むとともに、季節が穏やかに通り過ぎてほしいと願うばかりです。

さて、本学では3月 には第1期 の卒業生を送り出し、4月 には初めての大学院生も迎えることができました。卒業生の活躍を楽し

みに、そして、外からの新鮮な風を受け入れながら、自分自身も日々変化していきたいと思っています。(広 報委員 小林恵子)

新潟県立看護大学
NiigataCollegeofNursing

本学ホー ムペ ージ

http=//www.niigata-cn.ac.lp

広報委員会 (北川公子、小林恵子、山本淳子、渡部真奈美)
〒943-0147新 潟県上越市新南町240番 地

TelO25-526-2811FaxO25-526-2815
E-mailsoumu@niigata-cn.ac.jp
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